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Ⅰ．獨協学園の概要 

 

１． 建学の精神 

獨協学園は、明治 14 年(1881 年)に設立された獨逸学協会にその端を発してい

ます。 その後、獨逸学協会学校が明治 16 年(1883 年)に設立され、獨協中学・高

等学校の母体となりました。以降、獨協大学が昭和 39 年(1964 年）、獨協医科大

学が昭和 48 年(1973 年）、獨協埼玉高等学校が昭和 55 年(1980 年）、姫路獨協

大学が昭和 62 年(1987 年）、獨協埼玉中学校が平成 13 年(2001 年）に設立され

ました。なお、獨協医科大学は 3 病院と 2 看護専門学校を有しています。 

学園各校は、「大学は、学問を通じての人間形成の場である（天野貞祐獨協大

学初代学長）」という共通の精神を持ち、「各校の自主性、独自性を尊重しつつ、

一つの法人として整合性をもって経営する」との経営方針のもと、学園内の連携を

密にしつつ各校が独自に運営されています。 
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２．設置する学校（学部等）及び学生数

　（各年度　５月１日基準）

開設年度 入学定員 入学者数 収容定員 学生数 入学定員 入学者数 収容定員 学生数

 大学院 法学研究科 (昭和52年) 13 1 29 2 13 2 29 3

外国語研究科 (昭和61年) 25 2 52 14 21 7 48 12

経済学研究科 (平成　2年) 20 4 44 4 20 4 44 8

計 58 7 125 20 54 13 121 23

 外国語学部 ドイツ語学科 (昭和39年) 120 137 480 632 120 131 480 597

英語学科 (昭和39年) 250 293 1,000 1,265 250 275 1,000 1,244

フランス語学科 (昭和42年) 95 103 380 480 95 97 380 473

交流文化学科 (平成21年) 100 113 400 495 100 100 400 499

計 565 646 2,260 2,872 565 603 2,260 2,813

 国際教養学部 言語文化学科 (平成19年) 150 173 610 763 150 176 610 749

 経済学部 経済学科 (昭和39年) 280 293 1,120 1,417 280 327 1,120 1,385

経営学科 (昭和41年) 280 316 1,120 1,433 280 327 1,120 1,364

国際環境経済学科 (平成25年) 120 134 480 598 120 140 480 586

計 680 743 2,720 3,448 680 794 2,720 3,335

 法学部 法律学科 (昭和42年) 210 220 840 1,074 210 244 840 1,033

国際関係法学科 (平成11年) 75 83 310 372 75 89 310 365

総合政策学科 (平成20年) 70 67 280 358 70 73 280 334

計 355 370 1,430 1,804 355 406 1,430 1,732

合　　　計 1,808 1,939 7,145 8,907 1,804 1,992 7,141 8,652

開設年度 入学定員 入学者数 収容定員 学生数 入学定員 入学者数 収容定員 学生数

 大学院 医学研究科 (昭和54年） 41 39 164 177 41 41 164 191

 医学部 医学科 (昭和48年） 120 120 720 746 120 120 720 737

 大学院 看護学研究科 (平成２４年） 10 5 20 19 10 10 20 19

 看護学部 看護学科 (平成１９年） 90 94 400 391 90 95 400 385

 助産学専攻科 (平成２３年） 10 10 10 10 10 10 10 10

合　　　計 271 268 1,314 1,343 271 276 1,314 1,342

(昭和49年） 100 109 300 301 100 100 300 315

(平成27年） 80 83 160 168 80 80 200 202

姫　路　獨　協　大　学 

開設年度 入学定員 入学者数 収容定員 学生数 入学定員 入学者数 収容定員 学生数

 大学院 言語教育研究科 (平成　3年) 15 1 30 6 15 1 30 6

法学研究科 (平成　3年) 10 4 20 5 10 4 20 5

経済情報研究科 (平成　5年) 10 0 20 1 10 0 20 1

計 35 5 70 12 35 5 70 12

 外国語学部 外国語学科 (平成２０年) -            -            -            11 -            -            -            -            

 法学部 法律学科 (昭和62年) -            -            -            6 -            -            -            -            

 経済情報学部 経済情報学科 (平成20年) -            -            -            23 -            -            -            -            

 人間社会学群 (平成28年) 280         200         1,120      671         180 160 1,020 694

 医療保健学部 理学療法学科 (平成1８年) 40 45 160 182 40 50 160 196

作業療法学科 (平成1８年) 40 21 160 99 40 30 160 104

言語聴覚療法学科 (平成1８年) 20 12 80 71 20 20 80 68

こども保健学科 (平成1８年) -            -            150 51 -            -            100 32

臨床工学科 (平成1８年) 40 30 160 110 40 30 160 110

計 140 108 710 513 140 130 660 510

 薬学部 医療薬学科 (平成1９年) 100 30 600 442 100 80 600 415

 看護学部 看護学科 (平成28年) 80          69          320         277         80 80 320 306

合　　　計 635 412 2,820 1,955 535 455 2,670 1,937

令和２年度計画

令和元年度実績 令和２年度計画

令和元年度実績 令和２年度計画

令和元年度実績

学部・学科等

獨協医科大学附属看護専門学校

獨協医科大学附属看護専門学校三郷校

学部・学科等

獨　協　大　学 

学部・学科等

獨　協　医　科　大　学 
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入学定員 入学者数 収容定員 生徒数 入学定員 入学者数 収容定員 生徒数

 中学校 (昭和23年) 200 216 600 630 200 210 600 632

 高等学校 全日制課程 (昭和23年) 300 195 900 587 300 201 900 584

(200) (600) (200) (600)

合　　　計 400 411 1,200 1,217 400 411 1,200 1,216

入学定員 入学者数 収容定員 生徒数 入学定員 入学者数 収容定員 生徒数

 中学校 (平成13年) 160 158 480 486 160 160 480 492

 高等学校 全日制課程 (昭和55年) 320 351 960 1,046 320 339 960 1,019

合　　　計 480 509 1,440 1,532 480 499 1,440 1,511

入学定員 入学者数 収容定員 学生数 入学定員 入学者数 収容定員 学生数

3,774 3,731 14,379 15,423 3,670 3,813 14,265 15,175

３．収容定員充足率 （単位：％）

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

実績 実績 実績 実績 実績 計画

123.1 125.5 129.9 128.9 126.6 122.9

102.7 103.7 103.9 102.8 101.5 100.2

101.3 105.0 100.7 101.0 100.3 105.0

37.5 75.0 110.0 110.0 105.0 101.0

姫　路　獨　協　大　学 65.1 65.2 67.6 68.4 70.7 74.0

獨協中学・高等学校 1,500 82.2 82.8 82.3 81.7 81.1 81.1

(1,200) 102.8 103.5 102.9 102.2 101.4 101.3

獨協埼玉中学高等学校 107.4 110.1 109.0 109.0 106.4 104.9

４．教職員数

令和元年度
　実　　績

令和２年度
　計　　画

増　減
令和元年度
　実　　績

令和２年度
　計　　画

増　減

 学園本部 -          -          -          11 11 0

 獨協大学 217 212 △ 5 155 155 0

 獨協医科大学

(医科大学） 583 586 3 161 163 2

(大学病院） － － － 1,851 2,035 184

(埼玉医療センター） 271 291 20 1,448 1,610 162

（日光医療センター） 33 35 2 278 287 9

（看護専門学校） 19 19 0 3 3 0

（看護専門学校三郷校） 16 20 4 4 4 0

　　　小　計 922 951 29 3,745 4,102 357

 姫路獨協大学 168 171 3 66 63 △ 3

 獨協中学・高等学校 53 60 7 8 8 0

 獨協埼玉中学高等学校 65 67 2 10 10 0

　　合　　計 1,425 1,461 36 3,995 4,349 354

令和元年度実績 令和２年度計画

学　園　全　体 

専任教員数 専任職員数

令和元年度実績

獨協医科大学附属看護専門学校

獨協医科大学附属看護専門学校三郷校

獨協中学・高等学校 

獨協埼玉中学高等学校 
令和２年度計画

令和元年度実績 令和２年度計画

獨　協　大　学 

獨　協　医　科　大　学 

総　　合　　計　
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５．役員・評議員の概要

【理事・監事】

役職名 寄付行為の選任条項 勤務区分 法人内の役職

理事長 吉　田　謙一郎 第６条第１項第１号 常　勤 獨協医科大学学長

理　事 犬　井　　  正 第６条第１項第１号 常　勤 獨協大学学長

理　事 栁　澤　振一郎 第６条第１項第１号 常　勤 姫路獨協大学学長

理　事 渡　辺　和　雄 第６条第１項第１号 常　勤 獨協中学・高等学校校長

理　事 百　合　壽　紀 第６条第１項第１号 常　勤 獨協埼玉中学高等学校校長

理　事 須　藤　明　弘 第６条第１項第２号 非常勤

理　事 黒　沼　幸　雄 第６条第１項第２号 非常勤

理　事 木　原　正　義 第６条第１項第２号 非常勤

理　事 鈴　木　一　郎 第６条第１項第２号 非常勤

理　事 岡　崎　和　彦 第６条第１項第２号 非常勤

理　事 山　路　朝　彦 第６条第１項第３号 常　勤 獨協大学副学長

理　事 荒　巻　正　行 第６条第１項第３号 常　勤 獨協大学事務局長

理　事 増　田　道　明 第６条第１項第３号 常　勤 獨協医科大学副学長

理　事 平　田　幸　一 第６条第１項第３号 常　勤 獨協医科大学病院長

理　事 岡　田　　  弘 第６条第１項第３号 常　勤 獨協医科大学埼玉医療センター病院長

理　事 若　松　昭　豊 第６条第１項第３号 常　勤 獨協医科大学事務局長

理　事 道　谷　　  卓 第６条第１項第３号 常　勤 姫路獨協大学副学長

理　事 長　野　義　明 第６条第１項第３号 常　勤 姫路獨協大学事務局長

理　事 桑　原　克　也 第６条第１項第３号 常　勤 本部事務局長

理　事 黒　川　　　優 第６条第１項第４号 非常勤

理　事 猪　口　雄　二 第６条第１項第４号 非常勤

理　事 梶　山　　　皓 第６条第１項第４号 非常勤

理　事 小　代　晶　弘 第６条第１項第４号 非常勤

理　事 田　中　壮一郎 第６条第１項第４号 非常勤

理　事 竹　田　佑　一 第６条第１項第４号 非常勤

理　事 角　藤　和　久 第６条第１項第４号 非常勤

監　事 波多野　隆　一 常　勤

監　事 沼　尾　利　郎 非常勤

監　事 岡　原　宏　一 非常勤

（注）令和２年３月１日現在。

氏名
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【評議員】

役職名 寄付行為の選任条項 法人内の役職

評議員 青山   雅彦 第２６条第１項第3号

評議員 浅井   昌志 第２６条第１項第3号

評議員 天下井正弘 第２６条第１項第3号

評議員 新井   雅安 第２６条第１項第2号

評議員 井上   清美 第２６条第１項第１号 姫路獨協大学看護学部長

評議員 上杉      貴 第２６条第１項第２号

評議員 上田   善彦 第２６条第１項第１号 獨協医科大学附属看護専門学校三郷校校長

評議員 宇佐見規子 第２６条第１項第１号 獨協医科大学附属看護専門学校校長

評議員 臼井   貞夫 第２６条第１項第3号

評議員 梅津   正樹 第２６条第１項第3号

評議員 江花   輝昭 第２６条第１項第１号 獨協大学外国語学部長

評議員 海老原   茂 第２６条第１項第１号 姫路獨協大学事務局次長

評議員 大野   雅夫 第２６条第１項第１号 獨協大学事務局施設事業部長

評議員 大森   幹夫 第２６条第１項第１号 獨協医科大学事務局次長

評議員 岡崎   和彦 第２６条第１項第3号

評議員 緒方   雅史 第２６条第１項第１号 獨協学園本部事務局総務部長

評議員 小川　　 健 第２６条第１項第１号 獨協大学法学部長

評議員 沖山   秀司 第２６条第１項第2号

評議員 金子   昌子 第２６条第１項第１号 獨協医科大学副学長

評議員 木津   雅晟 第２６条第１項第3号

評議員 木原   正義 第２６条第１項第2号

評議員 窪田   敬一 第２６条第１項第１号 獨協医科大学病院副院長

評議員 黒沼   幸雄 第２６条第１項第2号

評議員 小菅   一弥 第２６条第１項第3号

評議員 坂本   悦男 第２６条第１項第１号 獨協医科大学病院事務部長

評議員 笹間   清豪 第２６条第１項第2号

評議員 佐藤   君江 第２６条第１項第２号

評議員 佐藤      均 第２６条第１項第１号 獨協学園本部事務局財務部長

評議員 佐藤   祐一 第２６条第１項第２号

評議員 杉本   由美 第２６条第１項第１号 姫路獨協大学薬学部長

評議員 鈴木   一郎 第２６条第１項第3号

評議員 鈴木   達也 第２６条第１項第2号

評議員 須藤   明弘 第２６条第１項第２号

評議員 武本   錠治 第２６条第１項第2号

評議員 刀川   昇二 第２６条第１項第１号 獨協医科大学事務局学務部長

評議員 田中   義正 第２６条第１項第3号

氏名
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【評議員】

役職名 寄付行為の選任条項 法人内の役職

評議員 玉山   栄一 第２６条第１項第2号

評議員 全　　 載旭 第２６条第１項第１号 獨協大学経済学部長

評議員 土門       香 第２６条第１項第3号

評議員 内記   博隆 第２６条第１項第１号 獨協埼玉中学高等学校事務長

評議員 中嶋佐恵子 第２６条第１項第１号 姫路獨協大学言語教育研究科長

評議員 永島   健次 第２６条第１項第2号

評議員 中元   隆明 第２６条第１項第１号 獨協医科大学日光医療センター統括管理者

評議員 錦織   雅司 第２６条第１項第3号

評議員 西澤      淳 第２６条第１項第１号 獨協学園本部事務局総務部次長

評議員 延藤   博隆 第２６条第１項第１号 獨協大学事務局経理部長

評議員 藤原   正彦 第２６条第１項第１号 姫路獨協大学総務部長

評議員 古市   照人 第２６条第１項第2号

評議員 堀口   千秋 第２６条第１項第１号 獨協埼玉中学高等学校教頭

評議員 松尾   一可 第２６条第１項第3号

評議員 松本麻里子 第２６条第１項第１号 獨協中学・高等学校教頭

評議員 丸山   泰幸 第２６条第１項第3号

評議員 村瀬   利浩 第２６条第１項第3号

評議員 安      隆則 第２６条第１項第１号 獨協医科大学日光医療センター病院長

評議員 安井　 一郎 第２６条第１項第１号 獨協大学国際教養学部長

評議員 谷田貝茂雄 第２６条第１項第2号

評議員 矢羽々　崇 第２６条第１項第１号 獨協大学図書館長

評議員 山岸規久道 第２６条第１項第１号 姫路獨協大学経済情報研究科長

評議員 大和      大 第２６条第１項第１号 獨協中学・高等学校事務長

評議員 山本   一範 第２６条第１項第１号 姫路獨協大学法学研究科長

評議員 山本   洋之 第２６条第１項第１号 姫路獨協大学医療保健学部長

評議員 油谷   康史 第２６条第１項第１号 獨協大学事務局総務部長

以上現員６２名

（注）令和２年３月１日現在。

氏名
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．令和２年度事業計画の  

 

１． 学園 の事業  

 

（１）令和 年度の な事業実  

獨協学園では、 成１０年度 ら中 計画を策定し して見直しをしてい

ます。令和 年度は 獨協学園第１１次基本計画(2018 年度) の 年度にあたり、

諸課題に対して学園本 及び各校が に し取組 ました。 

な事業実 としては、 上げ等経営 の はあ たもの

の、各校に いては学 の自 な学習を支 するため教育の 上を

く 識した教学面での取組 に加え、学 の ICT 備を中

とした施設設備面、 学金事業を た 学支 等の学 面での

実を りました。また、 で の い医療を するため 存施設設備の

改 ・ 新を着実に実施しました。こ らの取組 に り、学 の に

めるとともに、 に 着した教育機 、研究機 及び医療機 としての 務を

果たしてまいりました。 

 

（２） 令和２年度の予算 成方針 

獨協学園は、各校が して教育・研究・医療を て しな

がら、各校では としてそ の事業活動収入及び着実な 計画のある

入金の で収支計画を 成して ります。学園が する ・ 資 を

に活 し、学園 の協力 を に めることに り、特 ある学校経営を

進めてまいります。 

令和２年度は、 中 、 題、中 とい た

を に の 経 が 定さを増す中、本学園の経営に きな

を える 療 改定の年にあたります。 等を めて で 改定と

なること、さらには加 する が の少 新 を

めて、学校 の経営 は に しい状況となることが予 さ ます。 

この うな状況 、令和２年度は中 計画である 獨協学園第１２次基本計画

(2020 年度) 策定の年にあたります。第１１次基本計画で予定した事業を着実に

実行しつつ、第１２次基本計画に いても の に機 に対応すること

を に、 き き各校に いては教学面、施設設備面等の 実に め、

に 着した教育機 、研究機 及び医療機 としての 務を果たし を

実現いたします。また、改 学校 施行にあわせ な を進め

てまいります。 
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２ 学 学 別の事業  

 

学     

 

（１）予算 成方針 

１） 令和 年度の な事業実 と課題 

事・ ・ 事の改 に る 等の 営に加え、 学校 改 に

う諸 等の 備を実施しました。また、獨協学園 医療 等教育・

研究機 については 設 備 に る 及び 等との 協

を 実施しました。 では、 常 として 教学 に対する３

つの と 成・ ・成 施設 に対す

る ・設備 財務 に対する 事業と資金計画 等を実施した

、 として 研究 の 等を実施しました。獨

協学園 資 では、獨協学園の である獨 学協 学校 校

 の 画 を 実施した 、研究年 の 行及び資 の収 ・ 備、

所 の ・ 、 の 備等を しました。 

一方、学園 機 （BCP）の の 備、学園

に対する 力の については 課題であります。 

２） 令和２年度の予算 成方針 

令和２年度は、中 計画である 獨協学園第１１次基本計画(2018 年度)

の見直しの年にあたります。改 学校 施行 の 備

の に機 に対応し、各校と に しつつ に 着した教育機 、

研究機 及び医療機 としての 務を果すため、前年度 らの 課題で

ある、学園 機 （BCP）の の 備、学園 に

対する 力の に取組 と に、学校 として につ

いて各校と のうえ に進めてまいります。 

 

 

   学  

 

（１）予算 成方針 

１） 令和 年度の な事業実 と課題 

 教育力の  

教育研究支 の に自 学 支 を設 し、学

の自 学 支 の 進を りました。また、新たに 設した自 学習

施設（ ）は、学 の 度も く、自 学 支 に きく し

ています。能動 学 の 進 となる ・ につい
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ては、 定した 状況には て ら 、 上が課題とな て

います。 の実 を るため 業 ９０分 ら１００分 の 行を

実施しました。し し、その に わせて な 成を行うた

めの 成方針の見直しには りませんでした。今後の 設 目

の と わせての課題です。また、学 の学 実 と成果の に

ついても な着 には ていません。 

 学 支 の  

学基金の 実のための 金 事業の と第３ 基本金（

学基金）の 増しを計画 に行いました。また、 等教育の 学支

新 度の を機に現行の 学金 度の を行い、さらなる経 支

を る ら 額の見直しを行いました。な 、新たに まる

学支 度に しては、 学事業 の事務 業の を めた

等が課題です。 支 では、 業・ の

の前 しな の動きに に対応しました。また、学 の

の改善については、 の 新等を行い、 せて 入 の

和策に り一 取り組 があります。 

 ・ の 進 

獨協 学の 進に する ２０１８ を 現 し、

、 ICZ  (International Communication Zone)、 本 教

育 の と機能 を り、新たな 進

としての を しました。同 にある現

成 とな ている 目の実行・実施が課題です。 機 のた

め 学 を対 に 入した 認 については、 り

一 の 上を目 し、その を ります。 学 の

の については、 に着 し な改 に取り組

ます。 

 の の  

の では年 １ ３ を 設しました。また、

特 を ・ 学 にそ 実施し、 が 来 し を し

ました。本学の特 を活 しながらの の学習機 となる 教

育支 に しては、今後取組 きな課題です。 であるま

くり では、 加 、UR 機 との 協 （ 見 ）

との を 実施しました。 

 施設の と資 の 活  

ら 入した の 計画については、 を 中で

す。また、 年度 ら一 行して進めてきた の は 事

しました。今後、 に さ た 等の 去についての 策を ま
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す。中 の 設備の 新は、 に 研究 が中 となること ら

のない を んで実施しています。な 、 ら ０年となる中

に しては、２０１８年度 ら第２ 基本金を てて将来の

に備えていますが、現状の施設設備の の対応 資との財 上

の を の うに見る という しい が になります。 

 組織 と 度 備 

２０２１年度の第３ 認 の対応に けて の 備を

めとする 備を して行いました。業務の では、本学 額出資

の獨協 に教務 をは めとして新たな

業務を し、 に めました。課題としては、業務 の一方で、

の業務の り方、働き方等の が わせて となります。

事務の では、 の 及び の に着

しましたが、さらなる が ま ます。 

２） 令和２年度の予算 成方針 

入学定 の に い、２０２０（令和２）年度の目 入学 を 

１，９ ９ に設定し、この学 を基 に収入の きな 分を める学 金

収入を とした２０２０年度予算 成を行いました。また、２０２０年 の

学校 の改 及び本学の 、 、

の３つの も に入 ながら、 り一 、

果 な予算策定を けました。 

２０２０年度の学 金は目 入学 を えたため、２０１９年度実 見込

に比べて きな減収（ ３億円）が見込ま ます。また、新たに事務

の 額（ １億円）が収支を するな 、予算 成にあた ては、

算の を 上 題とし 経常 な経 は、こ までの実 額を上

に、さらなる 本 見直しに る 減 を行いました。教学と経営は 分

であり、 の を りながら をめ して 営していきます。

な 、 予算に る の に ることなく、将来 の 行 資、経

減に がる施策に対しては、 な予算を します。 には、

の予算を した上で収支見込を 学 を りながら予算

成を行いました。 

また、収支 の見直し・改善を るための事務 を

させ、本学の財 基 に けた取り組 を一 していきます。 

 

（２）認 の対応 

１） 学 の 入 

本学の に する を め、目 入学 として

は、定 １．２０ に けて学 の に めます。 
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２） 教育課 ・学 成果 

２０２０年度予算の 事業の一つである 教育力の として、学 の

学 実 と成果の 等を げています。 

３） 学 支  

２０２０年度 ら まる 等教育の 学支 新 度の 入に せて学 の

学金 度の を して行います。 年、 が ま ている 活

動を行う学 の については、 を し対応して

います。また、 学 に対する 支 としては、 学 を対 とする

の な 加、 等を て支 を行います。 

） 営 

入学定 の に る学 金収入の減収、今後の教育

備の支出増、 増 とい た財 課題に対して、収支 の

、財 基 の 定 に める があります。 

収支 の を るべく、 り一 の と 中に る経 の 減と学

金収入以 の収入 が課題です。 等の 設 に る 題は、

年設 さ る が増加 にあり、さらなる対策が課題とな ています。 

 

 

  医 科  学  

 

（１）予算 成方針 

１） 令和 年度の な事業実 と課題 

本学は、 ５０ 年に けて、 学 及び教 にと て 力ある 学

来を く な医療 の育成のもと、 き ける 学 を として

げ、 な活動に取り組 ました。 

令和 年度の学 方針に いて、 の実現に けた５つの 針、

力ある教育・研究・ 療 の 、 のある 、 教育力・研

究力・ 療力 に る い 、 今後の の

の に ・ に対応できる組織 の 、 財務の 定 が

さ 、さらにこの を 実に実現するための と

を策定し、 とに の状況 、 等を行いま

した。 

今年度令和 年度の な事業実 として、教育面については、

を 新し、 力ある 学の に めました。また、 学 の 成、

の 一 等を進め、教育機 としての と 力を一 でも くの

に していただくために を えました。 に、

の 進に けての施設 備として、学習 等の 備を進めました。 
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研究面では、研究力 上と研究の活 に けた研究 ・ を

することを目 に、 に基 ・ 研究を 進する組織として、

医 学 研究施設 を設 しました。施設 の組織には、 医 学

研究 研究 ・支 実 動 及び

の つの を しました。今後、 学 ・ 資金 、

同研究の活 し研究の 進な 、 な施策を する予定です。 

療面では、３ ともに 度医療の と 医療 の を基本方針

に げ、 学 では、 医療 がん 医療の 備に取り組 ま

した。 医療 では、 に ける

の取り組 として、中 の２ と 協定を 結しました。 医療

では、 医療支 の 認を けるとともに、 医療 進

加し の 定 な医療 の ・

に めています。 

営面では、学 直 の （ 機 備 ）を

設 し、 機 を策定しました。また、働き方改 として、 業の

務 の に る超過 務の 減に取り組 、教 の

業務 働 を 入しました。 医療 では、 ８ を 入

しました。 

その 学では 機 、 設備 事等施

設設備の に めました。 学 では、本 事、本

事、CT 入 え等を実施しました。 医療

では、 存 改 事、学 の 等を実施しました。

医療 では、 新 事等を実施しました。３ の経営改善に

けては、 経営 画 備 が中 となり３ 営協 の

見 及び の を進め、医療収 の 上に取り組 ました。 

２） 令和２年度の予算 成方針 

本学は 学の に り 及びその 、医療 をは め、 く

一 の ら さ る医 及び を育成する ことを教育の

基本 としています。各学 ・研究 に教育目 を げ、その実現のため

に、 ・ （ ）、 ・ （ ）、 ・

（ ）をそ に定め、定 にそ らの ・ 等の を

行 ています。 

令和２年度の予算 成に当 ては、令和 年度に実施した 結果ととも

に 、 、 に した教育方 ・教育課 を まえた事業計画を策定し、

な を ることとしました。また、 き き増収対策を 進し経 減

にも に取り組 、教 一 とりが 識を 財 基 の 定

を できる う めることとします。加えて令和２年度は、 療 改定年
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度にあたり、前 に き き しい改定となることが予 さ ています。

増 の もあり経 の増加は けら 、 なる業務 と 減

に取り組 ます。 

 

（２）認 の対応 

本学は 学基 協 に る機 認 、医学 を対 とする 本医学教

育 機 に る医学教育 、 学 を対 とする 本 学教育 機

に る 学分 及び を対 とする 機能 を け、そ

あるいは 予定であります。過去の 及び自 の結果

を まえ、今年度は以 の事業計画を策定しています。 

１） 機 認 （JUAA） 

成３０年度に 学基 の改定があり、現 、第３ の 学基 に る

が行わ ています。第３ 基 では、 が さ 、 学は、自ら

げる ・目 を実現するために、 を し、 常 ・

に教育の の 及び 上に取り組まなけ ならない。 とさ まし

た。 

また、学 方針（DP）、教育課 の 成・実施方針（CP）及び学 の

入 方針（AP）に基 き教育活動を し、教育活動の の とその

結果を まえた改善・ 上を 常 ・ に行うことも新たに基 とし

て設けら ました。本学では、第３ 基 に い、 学 進組織

を設 するとともに、 の を 備し、改善・ 上に

めています。令和２年度に いては、 成３０年度自 ・ の結果を

まえ、 学 支 教育研究組織 な １０の 学基 に取り組 こととします。 

２） 医学教育分 （JACME） 

本学医学 は， 本医学教育 機 （（JACME）に る医学教育分

を令和３年度に することとしています。この は 医学教育

（WFME）が定めた 基 に していることが になり、本学では 成３

０年度 り に けた くり及び自 ・ を しています。令

和２年度に いては、 き き自 ・ を取り進め、次の 目について

改善を ることとします 

     ．入学方針と入学 の  

( ) に 自 がある学 の入学についての方針 定 

( ) 入学 定に対する し て 度の  

     ．施設・設備の 実（ 学習 の 備・増設） 

     ． の  

     ． 支 の 実 
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３） 学 教育 （JABNE） 

本学 学 は， 本 学教育 機 （JABNE）に る 学分

を令和 年度中に する予定とし、 備を しています。令和２年度

に いては、 成３０年度自 ・ の結果を まえ、次の 目の改善

に着 します。 

． に 自 がある学 の入学についての方針 定 

．入学 定に対する し て 度の  

． 学教育分 の設  

．自 学習 ・ の び 備 

． 実習を行うに した施設等の （ ・ を ） 

．e （ ）、 （実習に ける ）の 実 

．令和 年度 り を している新 の  

． ・ に基 いた の  

） 機能  

機能 は３ のそ について行わ ます。 

学  

学 では、 財 本医療機能 機 に る 機能

を５年 とに しています。直 では、 成３０年９ に を

しました。その後、 成３１年 に認定結果 びに改善 事

を しました。 

としては、教育機 、医療機 、 の基 としてのあり方、

の 力等に対しての を けましたが、以 の 4 目を

の 目に いて改善 がありました。 

 に ける な課題に して改善策を に実 していく

こと 

 ・注 の 実な実施に して改善策を に実 していくこと 

 医療機 機能の に して改善策を に実 していくこ

と 

 がん の ・ に して改善策を に実 していくこと 

 

        上 の に対し今年度以 の取り組 を行います。 

      ．常 にて 針 を策定 

． の 定 

．医療機 を設 し、 の医療機 が を  

する機 に対応 

． で取 いしている ・ てを 機  

にて中  
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． ・ 、 等に いて する がん につい 

ては、 て にて ・  

      医療  

医療 は、 成３０年度の で認定さ ました。な 、改善

事 として医療 の研 が いことが さ ました。 

上 の に対し今年度以 の取り組 を行います。 

．過去に した 習 の DVD の 出 上 を実施 

． 上の取り組 として、 Safety Plus という e-  

を 入 

 

医療          

成２８年１０ に し、 が実施さ 、 成２９年２ に認定

さ ました。改善 事 等は、 当事 なし との 結果でした。

成３１年２ には 中の 認 を 出して り、令和３年度に 新 を

予定です。 

の らの を け 事 の改善に取り組んで

います。 

． 定 であ た医療 進 を 成３０年  

ら、 に し、 題 の 認と びに各 の  

を実施 

．医療 の対 定 に いては、  

（ ）の であ たが、 成３０年８ ら  

（ ）、その後中 （ ）、  

（ ）を し、 収 を実施 

． ・ らの 見について、 するまでに を して 

いたが、 １ 見 ら 収し 、各 にて対策を  

し、 に する に  

． の 状況を に し の 識 上を るため、  

を設 、 基 ・中 基 等  

し、 を実施 

． 予 対策の一 として、 を な 所に設 し、  

能 予 策、経 予 策、 が に出来ている 

を 等で 認 
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  獨 協  学  

 

（１）予算 成方針 

５） 令和 年度の な事業実 と課題 

対策 

年の医療 学 （ 学・ 業・ ・ ）、 学 に加え 成年度を

え めての に 学 の学 を対 に、 りきめ な学

習 を実施すること、基本計画に 目として げた に る

対策 題、 を に活 しながら の 上のための

を行 ています。こ とは に、 学 に いては、学 に

組織した 対策 を中 に、教 が一 とな て、 年 だけで

なく、各学年の学習状況に応 て ・ 中 ・WEB 学習・ を行

ています。 

機 新、事務 改  

経年 に う学 及び 習 の PC 及び学

の を行う 、 等の 新を行いました。また、現

行 OS(Windows 7)の に う事務 の

と PC 機 の 新も実施しました。 

） 令和２年度の予算 成方針 

１８ は、１９９２年の ２０５ を に、２００９年には １２１

まで減少し、以 いで していたものの、２０１ 年には １２０ 、２０

３０年には １０３ まで減少すると予 （ 学 べ）さ て り、

学 営、特に 方の 学にと てさらに しい が ます。 

獨協 学では、この 機 状況を りきるため、２０１ 年 に

学 及び 学 を 設し、教育 の ・ 実を行 てきました。また、

２０１８年９ に策定した 獨協学園第１１次基本計画(２０１８年度) (以 基本

計画 という。)では、次なる３０年に けて組織の ・ を行い、新たな

教育 で、 定 な経営基 の を るとともに、組織 及び事業計

画等の見直し・ ・ に り、支出経 の ・ に め、 定

な の を目 してまいりました。 

また、本学は、 に 学を という の い を けて、

本学園と が し の 協力方 に り した 学です。

に 着した 学として、教育研究活動の成果を に す

ること、 との を め、 の に することを の

として、 等 の教育、 、 育成、 ・ 、 な

の 上・ ・ に して、こ までに な取組を実施し、 に

した 学、 が める 学としての 力 を り に行い、学

－ 16－



17 

 

に 力してきました。 

令和２年度予算 成では、 定した収入を するため、基本計画で策定

した入学 以上の学 に めることとしています。また、 学 の

入学定 を し、収 定 を改善することに り、経常 金の

増額を目 すとともに、その の収入を するため、 資金等の

な に めることとしています。し しながら、来年度に いても、

の収 定 に比べ 学 が ることが予 さ て り、収入の減少

が見込ま ています。加えて、令和 年度に実施することにな ていた特定

資 の取り しが とな ていること、及び、令和 年度実施の

に る 策の目 等の 題があり、財務 に しい

状況にあります。この うな現状ではありますが、予算 成に きましては、見

直しが 能な り支出の を り、基本計画に た収支見込額が 成で

きる う 力し、 の に めることとしています。 

学 に いては、 学は学 を ての 成の である という

学の に基 き、 し 動 する を きていく上で となる

教 と 識・ を に けることを目 すとともに、自 現力と自

力を い、将来、特に を中 とする ら く と

できる を育成することを教育目 とします。さらに、各学 （学 ）・学

（学 ）に いて げている３つの （ 、

、 ）に基 き、そ の特 ・ 力を える・ わ

る 活動に力を入 るとともに、 ら た財 を に活 し、学 の

度を める教育・学習 の 備 実を目 した予算 成に めます。また、

こ らも き き、 に した 学としての を果たすべく、

等 と協力・ し、さらなる を目 します。 

この 、令和２年度は、新たな組織 として （ 設）した

学 及び 学 が、そ 成年度を え、 めての 業 を に

り出した 年となり、 年 の教育成果が わ る な年となります。また、

第１２次基本計画の策定年度でもあり、こ らの 獨協 学にと て き

な分 となる な年度でもあるため、学園 での を にしながら、教

協働一 とな て、財務の に めます。 

 

（２）認 の対応 

１） 学 の 入 

学は学 を ての 成の である という 学の にもと き、

獨協 学では、そ の学 が、この し 動 する を き

ていく上で の教 と 識 能を に け、さらには自 現能

力と自 能力を い、将来、特に を中 とする ら く
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と できる となることをその教育目 としています。したが て、

次の うな学 の入学を めています。 

 現状に することなく、常に 上 ・ を ける  

 将来の目 を見 め、 に きる  

 学を ら 、 に な の課 活動を する  

 ら 来に し うとする  

 に とうとする  

学習成 、 特 、 等 出 、経

に対して 学 を し、学 の本学での学びを するものとしていま

す。 

２） 教育課 の ・方 ・学 成果 

教育課 の ・方 （ ） 

本学では、以 の うに を定めています。 

 

学  

・ ・自 学に する い教 を につけるとともに、そ

が 、現 、 業経営に する 分 を く める

ことに て、 の諸 題に に対 できる を育成します。 

学 目 びに 学 の学 目・学 基

目・学 能 目を に１年次と２年次に させます。この に、 い

分 ら学 の する学 を する上で な を する

とともに、 目 の 入となる 目を１年次と２年次に しています。 

そして、１年次 に、 学 、現 学 、 業経営学

の所 を めさせます。 

教育の特 である基 学力と 基 力 上のため、 本 の

き能力 上策として 入 習 , 、基 学 と え方を

に けさせるため 基 , を実施する。 基 力の能力

上には、 前に 出す力 、 え く力 、 で働く力 の能力を

すため 入 、 習 , を 。

習 習 では、 経営 協 の協力に り 業の

加を 、 を学 けに した方 で、課題 見力、計画力、

力を す 業を しています。 

 

学  

 力・ 本 力を に 上させるとともに、その を す

る の な についての基 となる 識を く学び、教

としての を めます。 
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 ・ 本 に る 現力 力を くとともに、 で い

分 での学びを して、 識を 機 に し、 に つ

教 としての を めます。 

 年 を して した い教 と 識に て、自らが設定

した課題について し、自らの ・ の なら 、 の ・

を に し、 能力に 、 と

のい にも い と 力を た 度で実 な 力・

本 力を した を 成します。 

 

現 学  

 学 基 目の 学 び 学の入 目では、 学

目と 目を し、 年次に わせて、 つ段 に

目を学 するために となる基 識を けています。 

 学 目は、各 の学 に いて中 となる基本 を

し、 学 び 学の 識を させ、その 識を いた

力を 成します。 

 将来を見据えた各 の 定 目は、現 または将来の諸課題に対

できる う、基本 をさらに ・ させた び

する学 な学 の 識を させ、その 識を いた 力を

成します。 

 各 で した 識 び 力に けら た 題 能力で

ある を し、また学 の 能力の

を る う基 習を する。 に 習は、 した と 業

後の進 を 識し、学 が将来の目 を設定し 識を活 して 

自 実現を うとする学習 に応えます。 

 

業経営学  

 対 となる学 についての を たせると に、 に

いて となる基 な 識を させます。 

 各 について り く学 せ、 学に加え各 能 のための 習

を して、 える 識の定着を ります。資 取 に する 目・

の を支 します。 

 存の 識を させると に、現状の 題 が こに るの を十分

に認識させ、自らが んだ について を行わせ、 業 とい

う に結実させます。また、目 とした資 と わりのある 業・ 事

の を させ、 なる （ の ）を促進します。 
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医療 学  

 

学療 学  

 の 機能を ると に、 学 学療 学の

基 を習 します。 に いて となる基 な 識を さ

せます。 

 がいの 、 び 学療 の を習 します。施設

見学、 習を して 学療 としての え、 としての

を 上させます。 

 に対する 学療 を、実 を て につける。

実習を て、実 の を経 します。 

 実習で対 の 療を実施し、学 で学んだ 識

の習 を る。 業研究、 対策等を て学びの 上げを

行います。 

 

業療 学  

 の 機能、 業療 の基 を学習し、 現 実習、

・ 活動を て を げます。 

 業療 を施すために な医学 識を習 し、実習・実 に け

て、 の 識を習 します。 

 さま まな実習 習を て、 な 識と を習 し、対

と直 わる 実習も経 させます。 

 こ までに た 識と を、 実習の現 で し、

をめ し、 習に取り組 ます。 

 

覚療 学  

 学 目（一 教 目）に いて 学での学びの基 を ると

に、基 医学、医学 な の 覚療 を学 上での基 識

を習 します。 

 医学 学な の 基 目を学習し、 の 習を行い、

医療 としての と を習 します。 

 医学 学な の 基 目を学習し、 の 習を行い、

医療 としての と を習 します。 

 覚療 学の各 に対応した 目を学んだ上で、

、施設実習に いて、対 と対 を て ・ を行える

を います。 

 こ まで学んだ 識 を、 実習を て応 し、 業研究
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の 成と に けて学びの 成を行います。 

 

こ も 学  

 学ならではの学びを 果 ・ に習 するための を につけ、

育 教育、 、医療 分 の基 識を習 し、 につい

ての 識の を きます。 

 １年次で習 した基 識を 育実習の経 に て、こ も 、現

の実 、現状の を め活 します。そ らの経 を して自 の

特 を します。さらに 教 取 をめ す は、その

に いて基 な 識・ 能の習 をめ します。 

 園実習を行い、こ もと わるうえでの応 力を につけると同 に、

２年次で 究した自 の 特 を した 園教 、 育 、

育教 としての方 を定めます。さらに 教 取 をめ す

は、その に いて、 り な 識・ の習 をめ します。 

 ３年次に定めた 教育・ 育の 、または 教 の実現を目

し、教 実 習 業研究等、こ まで学んだ 識の 成と

能の 上げをは ります。 

 

学  

 一 教 、医学 基 、 学 基 の一 を中 に学び、また、医療

現 を実 するため、 見学 見学を しています。  

 学 基 、医学 目、 目、 目の一 を中 に学

び、さらに 現 の、特に 学 を見学して、学びの

を めます。 

 に 目の実習を して の習 を り、また、 との

を し、 年次の 実習に けて 能を 上させます。 

 こ まで学んだ 識と を 現 で し、 業研究、 、

活動と、将来に けて 上げを行ないます。 

 

学  

 

を 成させるため、 学教育 ・

に した 目と本学 自の 目を段 に し、実施します。 

 医療 としての い 、 を育成するための 目を 年次

り し、 の と学習 の 上を りつつ、 年次では

に めら る を自覚するとともに、備えるべき え

を育成する 目を します。 
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 学 力 び 題の 能力を い、

能力を 成するための 目を実施します。 

 実習に する 目 実習に り、 務に な基

識、 能、 度を するとともに、 に ける 題 能力を

い、 医療を実 する能力、 度を育成します。 

 い教 を につけるための 学 目（一 教 目） 、 学

課 に 行するための基 能力を めるための 基 目、

び を育 教育 目を 成し、 年次 り実施します。 

 学の 識 を するために 目、実習 目を

成し、基 ら段 に実施するとともに、 な 療 を実 する

能力を育成するための 目を します。 

 の ・医療 の できる能力を 成するために な

目、実 実習 目を 成し、実施する。そ らに加え、 の

と した 医療に わる 目を実施します。 

 業研究、 習 目（PBL） び 学 教育に り、

な ら 題を 見・ できる能力 び

能力を 成します。 

 実習、 業研究に り、医療と医 の進 に する を収

し、 にわたり自 研 を けるための能力、次 を育成する

と 度を います。 

 

学  

 

 する の に応えるための い 識を する。 

のさま まな分 に ける 識を学 とともに、 ・学 な

分 と 分 が に しあうことに て い教 と な

を に けます。 

 の を り、 な を認めて できる。 

の の について、 を めることに り、自ら

の を育 、 の 活に対する

が、 で であることを し、 な を し できる

な を育成します。 

 基 な 実 力を育成する。 

学と医学の基 識を学 し、 な と 学 な に

基 いた 実 を できる能力をもとに、 な

に基 く 実 能力を育成します。 

 医療 の一 として と ・協働できる。 
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・医療・ の一 として、 施設の機能 医療に

ける 及び の を し、 と ・協働して、

の を果たすことができる能力を育成します。 

 学 と 題 能力、 学習能力で自 成 ができる。 

の の 上 な に応えるためには、 に する課題

の に けた 学 と 題 能力が になること ら、

に 学を しつ ける基 を し、 の 識を学び、

な 実 を し行動するための 学 識と 題 能力を育成

します。 

 

学 成果（ ） 

 

学  

 

学  

 は、 を中 に 、 、中 、

な の ・ ・ ・ を 機 に学び、 な を

つ との が実現 能な に つ教 になることです。 

 医療 は、 能力及び の 識を につけ

ることに加え、 さらに医療分 の 識を し、実 の で活 する能

力を に けた に つ教 になることです。 

 本 教育・ 本 は、 能力、 本 ・ 本 に

ついての い 識及び 本 に る た 能力を

し、 する現 の で に つ教 になる

ことです。 

 

現 学  

 ・加 する現 に を き、 とさ る教 の 識

びに 学及び 学の 識を することです。 

 識に けら た 能力及び実 な 題 能力である

を につけていることです。 

 をも て、現 及び将来 こり る 題を し

に え、 自ら行動を こし、 と協働して に する

力（ ・動・力 ）を につけていることです。 

 

業経営学  

 学 に対する な 識及び 能を することです。 
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 自らが いた に対して、 した な 能を し に

その をもとめ うとする 題 能力を につけていることです。 

 能力と自ら え行動できる 力を につけているこ

とです。 

 

医療 学  

 

学療 学  

識 を するとともに、 な 、医療、 の 題を

に し、 題 ができる能力を 、さらに 医療を支える

な を につけることです。 

 

業療 学  

の に対応できる 度な ・ を習 し、 現 に

いて、 の を に え、しな で な支 を行うことが

できる能力を につけることです。 

 

覚療 学  

覚療 学の 識と を習 し、 の を

しながら機能 上と実 能力の を目 し、自 と 加を支

することのできる能力を につけることです。 

 

こ も 学  

い 識を 、こ もの な育 について に 、

支 ができる 能を備え、 に していく能力を につけるこ

とです。 

 

学  

度医療を実 するために な医療機 取 いに する とし

ての 識 を習 するとともに、 医療に する基本 な

えを につけ、 ともし りと が る

うになることです。 

 

学  

 

 としての  

に めら る を自覚すると に、医療 としての
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を 、 の 務 び 令を し、 の ・ ・ を

る を て行動できることです。 

 能力 

円 な を し、 な の び収 ができる

能力を することです。 

 医療 

医療に わる の を ・ し、 の を し、

にと ての 善の結果を実現する うに えて行動する能力を

することです。 

 基 な 学力 

医 ・ 学 等の特 を し、 び に対する を

するために となる基 な 識と 学 を することです。 

 療 に ける実 能力 

の に基 いた 療 を、 学 を したうえで

に し、 な 、 、 方設計の 等の 学 を実

する能力を することです。 

 の ・医療 の  

の 医療の い の一 として、 、

等を 、 の 増進、 の 上に する能力を

することです。 

 研究 の取り組  

として の業務を 行する中で、 な ら な 題

課題を し、その のための研究を 行する と 能力を

することです。 

 自 研 と教育能力 

として ら めら る に応えるために、医療と医 の進

に する 動 を し、 にわたり自 研 を ける

と に、次 を う を育成する と 度を することです。 

 

学  

 

 業 として、 本 及び の 能力 びに の

基 を に け、こ らを いて な分 と ・ 及び 現す

る能力を することです。 

 学の学 を して、 との に な基 能力を

することです。 

 の の と の を るための 度を している
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ことです。 

 な 、 を する 度を していることです。 

 と 活、 の 、 の直面する諸課題についての基 識

を し、 ・ ・ の を に する能力を するこ

とです。 

 の目 と対 となる ・ ・ の特 を し、 題の

特定と に な 実 ができる基 能力を することです。 

 ・医療・ の一 として、 と ・協働するために

な基 能力を することです。 

 

３） 学 支 （ 学・ 業・ 支 ） 

本学では、学 支 及び 業支 に する事 を するための機 と

して教務 を設 しています。教務 は、 １ 定 に し、

学 支 及び 業支 に する 学 な 事 の 、 すべき 題

の 等を行 ています。学 の めには、各学 （学 ）・学 ・学 ・学年

で を実施し、 の特 等も しています。この

の資 成及び実施 営には、教務課 が 面 に わるとと

もに、 に する な にも に対応しています。 

また、教 の ら に学 働き けて学 らのさま まな

に応 るとい た の 備、 りもますます を増して り、本学

では または （ 教 ） とい た教 の ら学

一 とりの学 状況等に目を る を学 ・学 とにと ています。 

本学では、 支 の 学 な として、 を組織して

います。定 を し、学 の ・進学 等に する事 について

協 しています。 

支 を行う組織としては、 を設 しています。

では、 業 研究・ の対策資 、 業

等に できる の 、 、自 に資 できる

な を え、学 が し すい を えて り、各年度 めに

は、 目・資 な について しく した 支

３年次 に 活動 を 等で して

います。 の 成 は、 及び 課 ５ を

し、学 らの 常の 、 の 、 支 に する

各 事業な を行 ています。 

学 では、１年次 ら３年次 を対 に、 成

成各 成 （ ） 成

（ 業研究） 等 目 を
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支 として 課 業に取り入 ています。 

その の支 として、本学では、学 で学 と 業が 加し行わ る 学

業 の実施 学 ら を 、 り出す

な 、学 の 識を め、 活動の円 を促しています。 

 

） 営（ 事・組織改 ・ ・ ） 

 経営の と 実  

本学は、獨協学園の 成校の一つとして、教育研究、学 支 、施設設

備の 備な 、 力ある教育 と教育力の 上を目 して改 を計画

に 進しています。この計画の策定にあた ては、 成１０年度以 、中

にわたる将来を するために、当 、１２年 の教育方針・教学 財

務計画について、学園 と各校の基本計画を策定し、２年 とに見直しを

行 ていましたが、 な に対応するため、計画 を８年 、 年

と して、 成３０年９ の 事 ・ に いて、 成３１年度 ら

成３ 年度（令和 年度）までの 年 に ける 獨協学園第 11 次基本計画

（2018 年度）を策定しました。 

学園の基本計画策定 に いて、(1)学園 の基本計画の策定、

(2)学園 の基本計画の ・ ・見直し・ を行う中で、本学に い

ても学園 成校として、学 の のもとに本学の基本計画（直

では、第 11 次基本計画）が さ 、基本計画策定 、学

等 に いて協 を て計画を策定し、学 が に して

本学の基本計画 を り上げています。この基本計画 は に学園

営 、学園 事 ・ を経て 定さ 、 定後は、本学学 等

及び に いて さ 、教 については、各学 教 等を

て、 については、事務 を て りなく さ ています。 

 教育 ・財務 の  

学校教育 施行 に基 いて、本学の教育研究上の目 基本組織、

教 組織、教 の 及び各教 の学 ・業 、入学 に する 入方針及

び入学 の 、 業または の 、 業 目、 業方 、学習の成果

に る 、学 の教育研究 、 学が 収する 、財務状況、学

の学 支 、教育上の目 に応 学 が すべき 識及び能力に する

を本学の に いて分 り すく し、 しています。 

 ・  

本学は、 に 学を という の い を け、学校

獨協学園と が した 本 の 協力方 に り した

学です。 に 着した 学として設 の を認識し、また、 学

は学 を ての 成の である という 学の を まえ、教育研
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究活動の成果を に すること、 との を め、

の に することを の方針とし、 が に学べる各 の

獨協 出 教

等、 くの を実施しています。また、 として

校 校 同 習 ・

・ 等の 、 の を対 にし

た ・ 医療 がい ・ 支 育て

（療育 ） 、 策研究 成事業、教 状 新 習 実

施等、教育研究の成果の の 行事として に実施しています。

に、 の一 がい 支 施設（ ）の 等

との 学施設・設備の 同 も行 ています。 

 

 

獨協中学・ 等学校  

 

（１）予算 成方針 

１） 基本 え方 

第 11次基本計画 で した り、 教育の を 上させるための 資

と そ を支えるための財務基 の を果たし、

の を ることを、中 の基本方針としています。 

２） 令和 年度の な事業実 と課題 

 な事業実  今後の課題 

教育の

上 

中学１年次 に る

少 成 

の に対応した新し

い の策

定 

(a) に基

く 改  

(b) 改 に う 業

改  

施 設 ・ 設

備の 備 

ICTを活 した教育を行うた

めの施設・設備の 実 

教 の業務 PC 新 

取   

校 設備の

  

の の 設備設   

新 の 事 

(a)ICT を活 した教育の実  

(b) り い教育 の 備 

(c) した施設・設備の  

  新 

(d)校 施設の 計画策定 

財務基

 

2020 年度 らの入学金の 

改定  

金の   

に ける に

(a) のある予算 成の実

施 

(b) 金 の  

(c) な

－ 28－



29 

 

る業務 び

の 減 

の経 減 の

実施 

(d) 業 改定に する  

力  

 

2021 年度入 り 後入

を 入することを 定 

(a)入 改   

(b)   

(c) な の

 

 

組織基

の  

教 が教育に できる

うに教学事務 が稼働 

新 に る 教 の 

増  

(a)教 の働き方改  

(b)ICT を活 した校務の実  

 

 

３） 令和２年度の予算 成方針 

令和 (2019)年度 算に いても、本校の財務は堅 に する見込

です。 事業活動収支 に いて、 教育の 上に けた ICT を活 した

教育 を行うための施設・設備な に 資を行いながら、 経常収支差

額 は 23 円の、また 基本金組入前当年度収支差額 は 24 円のそ

を 成する見込 です。 資金収支 に いては、 次年度 支

資金 944 円（予算比+44 円）を したうえで、 特定資 の は

1,374 円に する予定です。 

令和２(2020)年度予算 成に いても、 事業活動収支 の を する

こと、 び を するための 減 当特定資 に 50 円

を き当てることを前 とします。その前 の上で、 教育の 上を るべく

資を行 ていく方針です。 

には、各 ・各事業の事業予算計画を 力すべて実現するととも

に、 ICT を活 した教育 を行うための施設・設備に対する 資を します。

びに 教 の働き方改 の 度 入を見 して、 増額を予算計

上します。 

一方、上 の 予算に い、 第 11 次基本計画 で予定していた 校

事 を令和 3（2021）年度に りすることとしています。 

な 、一 の 事業活動収入 増収策 び 事業活動支出 策に

を らし、 教育の 上のための 資 と そ を支えるための財務基

の を ります。 

 

（２）令和２年度事業計画 

１）事業計画の基 となる 目  

の と学力の一 の 上を目 す学校改 を、 り 力に し進め
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ることに て、 の （将来の進 ）を実現させるとともに、 に できる

の育成を り、 な学校 を ける 力 る学校 りを目

します。 

 

 

獨協 中学 等学校  

 

（１）予算 成方針 

１） 令和 年度の な事業実  

教育、 教育については、 校である Levin Intermediate 

School 校（ ）及び Steinbart Gymnasium 校（ ）との

学 びに San Rafael Dominican University 校（ ）に ける 学研

に加え、 学年に ける 教 に る少 業、

、 、 加 の 等を実施し進

めました。 

ICT については、 及び の設 を進め、

成３０年度に いて 校教 の設 を し、令和 年度に いて

中学校教 の設 を しました。 

また、 成２８年度 ら しました 設備の 新につきましては、令和

年度に きまして校 すべて しました。 

２） 令和２年度の予算 成方針 

自ら え、 できる を育てる という本校教育の基本方針に基 き、

教育 の 実、 の 備に けた改 を に 進します。 

また、 設 学 の進学実 と 学 の進学実 を せ つ い進

が 能な学校として、 設 学との 等に き き取り組んで

まいります。 

財務につきましては、第１１次基本計画に基 き策定した令和 年度の収

支は、 予算 りの着 となる見込 です。 

令和２年度に きましても、 定 な収入の と に、施設・設備の

・ 新 びに ICT 備の支出等を見据えた ら た財 の 活

に めます。 な事業計画は、次のと りです。 

 

（２）令和２年度事業計画 

１） な事業計画 

教学  

・ 教育の 進 

中学でLevin Intermediate School校（ ）、 校でPenola 
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Catholic College 校（ ）の各 校との 学を実施しま

す。また、San Rafael Dominican University 校（ ）にて 学研 を実

施します。 に、令和２年度 り、 校１年 を対 として

・ を実施する予定です。加えて、 き き、 の の１

年 に る 学の け入 び り出しを に進めます。 

・自 と FD 活動の 進 

PDCA を て 業の 上を るため、年度当 に を

成し、各 業の目 、教 、 方 、進度等を ら にします。こ

に基 き 業を行い、２学 に に る 業 を実施すること

で 題 を り、３学 び 年の 業の 上に活 します。 

・ 教育の 実 

学の獨協 の を け 、 える 、実 な を につ

けさせるために、 に を する機 を にします。また、

上 段 では、 で学 機 も設けます。 

には、中１ ら ３まですべての学年で 教 に る

業を行い、２０ 以 の少 とします。さらに、中２での ・

・ 、中３での 、 １での 加 の

な 、 の を 実させます。 ２以上の上

では、 を学習の 段とし、現 の諸 題を で学 機 を設定し

ます。こ は 教 が中 にな て、すべて で教えます。 

の学年でも の に当た ては、 ・ く・ く・ すの つの

能を に すことを目 します。そのため、

GTEC,TOEIC な の の を に進めます。 

な 、２０２０年度の 学入 に ける の 入は とな

りましたが、 き き、 教 当に る す・ く 中 の

業を少 業（ を二分 ）にて していきます。 

校段 では、こ まで り の 業の を します。 

・自習 の 備 

自学自習力の 上等を目 として、 校２年 の を対 とした

に る を実施します。 

・ 教育 

に る中学 の 面 を、今年度も き き行います。また、

の ・ 備を ります。 

・ 営  

 

・ の 実 

活動 果の なる 上を るべく、 力のある
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りに き き めると に、 に活 し、 力の一 の 上

に注力します。 

・ の  

、 、 を 、 し、 の い め、

の び の を ります。 

の一 の活  

き き、 の一 の活 に め、 備の り方にも

を加えつつ、 り 果 な 業の 、 の 、 の

・ 、 の 等を 進します。 

教育 の円 な活 に る教務事務の  

成２８年度 ら を した教務 の円 な活 に取

り組 、 き き、教務事務の一 の を進めます。 

施設・設備  

・中 機能改善 事 

 経年 した中 の 機能を改善する 事を行います。 

・中学 の出入 新 

 経年 した中学 の出入 を 新します。 

・ した施設・設備の ・ 新 

  の改善を るべく、 した施設・設備の ・ 新を行います。 

・教育研究 機 備 の 備 

、ICT 機 等教育 機 備 を 入します。 

・ の 実 

 定 を 入します。 
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．令和２年度事業計画（計 ） 

 

１． 令和２年度予算の  

事業活動収入 計は１，１３１．２億円（令和 年度見込比３． 億円減少）となり

ます。 な収入 目として、医療収入が８５１．３億円、学 等 金が１９３．

２億円、経常 等 金収入が ３． 億円、 金収入１２．０億円を計上して

ります。基本金組入額は ． 億円です。な 事業活動収入 計に める医療収

入の は ５．３ となります。 

一方、事業活動支出 計は１，１２９．１億円（令和 年度見込比０．９億円減少）

となります。 な支出 目は、 ８２．３億円、教育研究経 ５９５．８億円（う

医療経 ３２９．５億円）、 経 は ８．２億円となります。 

以上 ら基本金組入後の当年度収支差額は ２．２億円の支出超過となります

が、基本金組入前当年度収支差額は２．１億円を計画しています。 

金 資 の については、令和 年見込比で、現金 金は１５． 億円減少

し、各 特定資 は で９． 億円増加します。一方、金 資 の 計 ら

入を差 いた実 金 資 は、 入金の減少に り、令和 年度見

込比で１ ．１億円増となる２ ０． 億円を計上しています。 

な 、資金 については、 き き現行の に基 き、

来同 に に した を実施していきます。 

 

事業活動収支予算 については（  １）を、資金収支予算 につい

ては（  ２）を、事業活動収入及び事業活動支出の 目 成比については（

 １）を ください。 
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（表　１）

（単位：千円）

  令和２年度   令和元(平成３１)年度

  予  算  額   予  算  額

 学 生 生 徒 等 納 付 金 19,320,600 19,825,248 △ 504,648

 手 　数　 料 822,578 829,078 △ 6,500

 寄   付 　金 1,199,369 1,355,090 △ 155,721

 経 常 費 等 補 助 金 4,341,283 4,249,399 91,884

    　国　庫　補　助　金 2,878,789 2,815,620 63,169

    　地方公共団体補助金 1,430,238 1,395,774 34,464

　　  学術研究振興資金 3,000 2,000 1,000

      その他の補助金 29,256 36,005 △ 6,749

 付 随 事 業 収 入 661,642 677,680 △ 16,038

 医  療  収  入 85,128,450 84,437,220 691,230

 雑 　収　 入 1,375,291 1,481,784 △ 106,493

 教 育 活 動 収 入 計 112,849,213 112,855,499 △ 6,286
 人　件　費 48,229,582 47,615,129 614,453
 教 育 研 究 経 費 59,579,286 60,851,587 △ 1,272,301
 管 理 経 費 4,819,711 4,487,610 332,101
 徴 収 不 能 額 等 97,520 85,480 12,040
 教 育 活 動 支 出 計 112,726,099 113,039,806 △ 313,707
 教 育 活 動 収 支 差 額 123,114 △ 184,307 307,421

 受 取 利 息・配 当 金 65,281 67,116 △ 1,835
 その他の教育活動外収入 0 0 0

 教 育 活 動 外 収 入 計 65,281 67,116 △ 1,835

 借 入 金 等 利 息 37,988 47,372 △ 9,384
 その他の教育活動外支出 0 0 0

 教 育 活 動 外 支 出 計 37,988 47,372 △ 9,384
　 　  教 育 活 動 外 収 支 差 額 27,293 19,744 7,549

経 常 収 支 差 額 150,407 △ 164,563 314,970
 資 産 売 却 差 額 0 0 0
 そ の 他 の 特 別 収 入 209,300 317,037 △ 107,737

 特 別 収 入 計 209,300 317,037 △ 107,737
 資 産 処 分 差 額 54,130 34,980 19,150
 そ の 他 の 特 別 支 出 0 0 0

 特 別 支 出 計 54,130 34,980 19,150
　　　 特 別 収 支 差 額 155,170 282,057 △ 126,887

　　[予備費] 91,000 98,000 △ 7,000

 基本金組入前当年度収支差額 214,577 19,494 195,083

 基 本 金 組 入 額 合 計 △ 7,435,829 △ 9,573,943 2,138,114

 当 年 度 収 支 差 額 △ 7,221,252 △ 9,554,449 2,333,197

 前 年 度 繰 越 収 支 差 額 △ 133,509,294 △ 129,387,695 △ 4,121,599

 基 本 金 取 崩 額 200,000 1,000,000 △ 800,000

 翌 年 度 繰 越 収 支 差 額 △ 140,530,546 △ 137,942,144 △ 2,588,402

 　（参 考）

 事 業 活 動 収 入 計 113,123,794 113,239,652 △ 115,858

 事 業 活 動 支 出 計 112,909,217 113,220,158 △ 310,941

特
別
収
支

事

業

活

動

収

入

の

部

事

業

活

動

支

出

の

部

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

事

業

活

動

支

出

の

部

令和 ２ 年 度 事 業 活 動 収 支 予 算 書
　　　　　令和 ２年 ４月   １日から

　　　　　令和 ３年 ３月 ３１日まで

教
育
活
動
収
支

      　　  科        目   　　　増　　減

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部
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（表　２）

（単位：千円）

  令和２年度   令和元(平成３１)年度

  予  算  額   予  算  額

 学生生徒等納付金収入 19,320,600 19,825,248 △ 504,648

 手  数  料  収  入 822,578 829,078 △ 6,500

 寄  付  金  収  入 1,190,520 1,357,990 △ 167,470

 補  助  金  収  入 4,426,303 4,498,436 △ 72,133

    国 庫 補 助 金 収 入 2,922,589 2,873,987 48,602

    地方公共団体補助金収入 1,471,458 1,586,444 △ 114,986

    学術研究振興資金収入 3,000 2,000 1,000

    その他の補助金収入 29,256 36,005 △ 6,749

 資 産 売 却 収 入 0 0 0

 付随事業 661,642 677,680 △ 16,038

 医  療  収  入 85,128,440 84,437,220 691,220
 受取利息・配当金収入 65,281 67,116 △ 1,835
 雑  収  入 1,405,571 1,501,784 △ 96,213
 借 入 金 等 収 入 0 0 0
 前 受 金 収 入 3,883,650 3,832,640 51,010
 そ の 他 の 収 入 37,684,145 35,211,800 2,472,345
 資金収入調整勘定（△） △ 18,698,230 △ 19,958,633 1,260,403

 当 年 度 収 入 合 計 135,890,500 132,280,359 3,610,141

 前年度繰越支払資金 18,500,677 17,730,969 769,708

 収  入  の  部  合  計 154,391,177 150,011,328 4,379,849

  令和２年度   令和元(平成３１)年度

  予  算  額   予  算  額

 人  件  費  支  出 47,959,411 47,253,025 706,386

 教 育 研 究 経 費 支 出 49,914,430 50,562,313 △ 647,883

 　　 医 療 経 費 支 出 32,945,080 33,847,780 △ 902,700

 管  理  経  費  支  出 4,087,642 3,752,504 335,138

 借 入 金 等 利 息 支 出 37,988 47,372 △ 9,384

 借 入 金 等 返 済 支 出 2,023,530 2,644,410 △ 620,880

 施 設 関 係 支 出 4,033,912 4,001,260 32,652

 設 備 関 係 支 出 5,025,143 5,565,349 △ 540,206

 資 産 運 用 支 出 21,737,385 18,480,625 3,256,760

 そ の 他 の 支 出 16,706,452 16,083,910 622,542

 予   備   費 91,000 98,000 △ 7,000

 資金支出調整勘定（△） △ 14,157,576 △ 14,850,885 693,309

 当 年 度 支 出 合 計 137,459,317 133,637,883 3,821,434

 翌年度繰越支払資金 16,931,860 16,373,445 558,415

 支  出  の  部  合  計 154,391,177 150,011,328 4,379,849

支         出         の         部

      　　  科        目   　　　増　　減

収         入         の         部

      　　  科        目   　　　増　　減

令和 ２ 年 度 資 金 収 支 予 算 書
　　　　　　 令和 ２年 ４月   １日から

　　　　　　　令和 ３年 ３月 ３１日まで
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図表1

令和２年度予算　事業活動収支　　科目別構成

人件費 42.7%

教 育 研 究

経 費 52.8%

管 理 経 費 4.3%

徴収不能額等

0.1% 予備費 0.1%

事業活動支出

学生生徒等

納付金 17.1%

手数料 0.7%

寄付金 1.1%

経常費等

補助金 3.8%

付随事業収入

0.6%

医療収入 75.3%

雑収 入 1.2%

受取利息・

配当金 0.1%
その他の

特別収入 0.2%

事業活動収入
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２． 経営の状況 

令和２年度予算の事業活動収入は１，１３１．２億円（前年度予算比１．２億円減

少）、事業活動支出は１，１２９．１億円（同３．１億円減少）です。基本金組入前当

年度収支差額は２．２億円（前年度予算比２．０億円増加）、経常収支差額は１．５

億円を予算計上しています。 

 事業収支については予算以上の収支超過を実現すべく、予算執行を進めていく

所存です。またその結果を将来の活動を見据えた堅固な財務という成果に結びつ

ける所存です。 

 

３． 課題と今後の方針・対応策 

令和２年度は獨協学園第 11 次基本計画（２０１８年度）の二年度目であることに

くわえて、第 12次基本計画の策定の年にもあたります。第 11次基本計画に織り込

んだ諸事業を各校が着実に実行することを基本に、各校が過去の見直しの中で

認識した諸課題に対応しながら、令和 2 年度の予算実行と新しい基本計画の策定

に取り組んでまいります。 

特に前年度までに新たに稼働した施設設備等を十分に機能させながら教育・研

究及び医療の実をもう一段上げていくこと、教学面の諸施策について学習成果の

自覚を促すとともに教育成果の改善に資する活動とすることに注力していきます。 

 

 

以上 
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